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みよし市
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会計年度任用職員のあり方を抜本的に見直します。
【具体的には】

・会計年度任用職員数を漸減し、正規職員を増加させます。
・会計年度任用職員の報酬を大幅に引き上げます。

【目的】
・将来に希望の持てる雇用環境への改革
・会計年度任用職員のあり方についての問題提起

報酬額の上限を常勤職員の高卒初任給程度又は短大卒
初任給程度から大卒初任給程度に引き上げ

・一般事務職 １，１５５円→１，２６５円(9.5％増)
・作業員、看護補助職 １，２５３円→１，３５５円(8.1%増)
・歯科衛生士、栄養士職 １，３０７円→１，４１１円(8.0%増)

【開始時期】 令和６(2024)年４月１日

報酬額（時間額）上限の引き上げ

会計年度任用職員のあり方の見直し①



会計年度任用職員のあり方の見直し② みよし市
MIYOSHI CITY

【現状と課題】
・任期は原則１年以内（再度の任用あり）
・選考によらない更新は２回まで、昇給なし
・無期転換ルールの適用なし
・会計年度任用職員と常勤職員の給与の不均衡
・扶養の範囲内での勤務（年収の壁）
・短時間勤務で複数の職員の任用

週当たり20時間未満 298人 20時間以上 330人
令和５(2023)年度 一般事務職 報酬1,155円（1時間当たり）
週当たりの
勤務時間 職員数 年収 社会保険制度 保険料 手取収入

15時間 198人
15時間以下 85万円 配偶者の扶養 85万円

15時間30分
100人
15時間30分以上
20時間未満

108万円 配偶者の扶養 108万円

20時間
145人
20時間以上
30時間未満

138万円 共済組合、
厚生年金加入 22万円 116万円

35時間 185人
30時間以上 241万円 共済組合、

厚生年金加入 40万円 201万円



会計年度任用職員のあり方の見直し③ みよし市
MIYOSHI CITY

【対応策】
・会計年度任用職員数を漸減し、正規職員を増加
・会計年度任用職員の報酬の大幅な引き上げ
・年収の壁に捉われず、常勤職員に近い勤務形態で働ける職員の

積極的な任用

令和６(2024)年度 一般事務職 報酬1,265円（1時間当たり）

週当たりの
勤務時間 職員数 年収 社会保険制度 保険料 手取収入

15時間 198人
15時間以下 97万円 配偶者の扶養 97万円

15時間30分
100人
15時間30分以
上20時間未満

136万円 国民健康保険、
国民年金加入 30万円 106万円

20時間
145人
20時間以上
30時間未満

175万円 共済組合、
厚生年金加入 30万円 146万円

35時間 185人
30時間以上 305万円 共済組合、

厚生年金加入 50万円 255万円



職員の年度途中採用 みよし市
MIYOSHI CITY

一般事務職の年度途中（R6.10.1）採用を実施
【募集開始】３月
【試験期間】４月～８月
【試験内容】面接試験重視（学科試験なし）

職務経験で培った
・積極的な行動力
・柔軟な発想力
・専門的な知識、技術

社会人枠で、年度途中に事務職として採用
・専門性や対応能力の高い多様な人材の確保
・職員年齢構成の平準化
・政策形成や職務遂行力の向上



保育士の年度途中採用 みよし市
MIYOSHI CITY

保育士の年度途中（R6.10.1）採用を実施
【募集開始】３月
【試験期間】４月～８月
【試験内容】面接試験重視（学科試験なし）

・保育士の資格を有しながら働いていない
・非正規の立場で働いている

社会人枠で、年度途中に保育士として採用

・潜在保育士等の確保
・働く意欲のある保育士の活躍の場の確保
・保育士人材の充実



開庁時間の見直し みよし市
MIYOSHI CITY

市役所の開庁時間を変更します
【変更前】令和６年５月２日まで

午前８時30分から午後５時15分まで

【変更後】令和６年５月７日(火)から
午前９時から午後５時まで

対象：市役所本庁舎の窓口及び電話対応
(庁舎外公共施設を除く）

45分短縮



開庁時間の見直し みよし市
MIYOSHI CITY

見直しの目的
市民サービスの向上と

職員の働き方改革の推進を図る

① 来庁者への対応を適切に行うための体制整備

② 職員の業務改善の促進、市民サービスの向上

③ 窓口のデジタル化の整備
（｢書かない窓口｣「市役所に来なくて良い環境｣）

④ 時間外勤務の抑制



DXによるフロントヤード改革 みよし市
MIYOSHI CITY

国の「自治体フロントヤード改革モデルプロジェ
クト」に採択（R6.1）（国の交付金事業）

これにより令和１０年度までに実施予定であった市役所
の窓口におけるデジタル化を最大４年間前倒して令和６
年度から実施

⇒

書かない、待たない、来ない 窓口の実現

デジタル化を図り、市民サービスの
向上を図ります

市民サービスの質を低下させることなく、窓口時間
を短縮し、職員の働き方改革に役立てます





DXによるフロントヤード改革

〇事業概要図

みよし市
MIYOSHI CITY



住民窓口多様化モデルの構築

〇書かない窓口
住民がマイナンバーカードをかざしてシステム認証をすると、申請ナビ
の画面に住民情報が自動入力されます。職員が申請ナビの画面を
利用して、自動入力以外の項目を住民から聞き取りを行い入力支
援を行います。

みよし市
MIYOSHI CITY

運用イメージ

住民

申請ナビ

職員（外部人材も可）



住民窓口多様化モデルの構築

〇セルフ端末・オンラインサポート
庁内の住民窓口に住民自身で申請できる端末を設けます。申請が
不安な場合はオンラインサポートに接続し、オペレータにサポートをし
てもらいながら申請することができます。

みよし市
MIYOSHI CITY

●オンラインサポートへの接続

📞📞

●画面を共有しながら申請をサポート

住民 オペレータ
どちらの画面で操作し
ても双方の画面に反映



住民窓口多様化モデルの構築

〇申請ナビサービス
住民が質問に答えていくことで必要な手続きがわかり、スマホやパソコン
から電子申請ができるようになります。

みよし市
MIYOSHI CITY

― □ × ― □ × ― □ ×

― □ ×

〇 〇 市
申 請 ナ ビ

①手続きの認知
ライフイベントを選択肢、表示され
る質問に答えることで住民にとって
必要は手続きを案内

②手続き情報の把握
中間DBを活用した手続きの提案

③申請実施（住民側）
中間DBを活用した申請情報補完

Q.1

Q.2

Q.3

次へ

次へ

引越し 出産

子育て結婚

窓口サービス課 こども給付課

〇 はい

いいえ

結婚する二人は本市に本籍がありますか？

申請ナビ

直接申請

２件あります

あなたにあった手続きが

手続きコンシェル
ジュがあたたをサ
ポートします

どのような申請ですか？

引っ越しをする

結婚をする

婚姻届

〇〇〇〇〇〇〇〇〇○
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

運転免許証の記載事項変更

〇〇〇〇〇〇〇〇〇○
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

必要最小限の
入力項目



住民窓口多様化モデルの構築

〇電子化サポート
紙の申請も電子化し、電子審査システムに集約されるため、職員は
電子審査システム上で紙に印刷することなく審査ができます。

みよし市
MIYOSHI CITY

申請ナビ
（電子申請）

ぴったりサービス
マイナポータル

電子審査

基幹
システム

紙申請 スキャン

…

B市

AI-OCRによるデータ化

電子サポート
（データクレンジングセンター）

目視によるチェック・修正
A市

C市
D市



住民窓口多様化モデルの構築

〇電子審査システム
バックヤード業務が電子審査システムに集約されることにより、手続きの種類、担
当部門、担当者のいる場所に関わらず、同じ方法、手段で申請データの確認・審
査作業を効率的に行えるようになります。

みよし市
MIYOSHI CITY

➊ 審査を電子で一本化
電子申請でも紙に印刷していた診査業
務を電子で一本化することで効率化

➋ 審査項目を標準化
団体こどにやや異なっていた審査業務
を標準化法令に合わせた更新なども一
元化

➌ 審査の自動化
基幹システムのデータと連携すること
で目視確認していた審査業務を自動化

➍ マニュアルレスで審査
審査項目をプリセットすることで定型
化し、マニュアルや記憶を頼りにして
いた審査をスキルレスに

➎ データ利活用でDX促進
紙ではできなかった過去のデータの検
索・他システムへの連携による業務の
DX

審査 入力 決裁 通知受付

紙

押印 郵送
手動 目視

受付 審査 電子決裁
電子化 自動入力 通知

システム連携

基幹系
システムA

添付
書類

基幹系
システムB

電子申請

申請者

紙申請

印刷

基幹系システムA 添付書類 基幹系システムB

全ての業務において「ヒト」が「紙」を用いる進め方

手動

電子申請

申請者

紙申請



みよし市
MIYOSHI CITY

●令和4年度各種証明書等発行件数

住民窓口多様化モデルの構築

合計 69,827件
（うち窓口交付のみの証明書等4,039件）

残りの65,788件（約95％）はマイナン
バーカードを使用したコンビニ交付が
可能

●マイナンバーカード交付・申請率
交付率 約82％、申請率 約97％

平成28年度422件、令和4年度8,365件 コンビ二交付件数
約20倍

区分 発行件数
（内コンビニ交付）

住民票の写し 26,530件（4,008件）
住民票記載事項証明書 764件（226件）
住民票の閲覧 306件（―）
印鑑登録証明書 17,220件（2,971件）
戸籍事項証明書（全部・個人） 7,308件（730件）
除籍事項証明書（全部・個人） 698件（―）
除改製原戸籍謄抄本 1,295件（―）
戸籍の附票の写し 928件（57件）
身分証明書 390件（―）
税関係証明等 13,038件（373件）
その他の証明等 1,350件（―）

合 計 69,827件（8,365件）

●コンビニ交付件数



みよし市
MIYOSHI CITY住民窓口多様化モデルの構築

【令和6年1月現在】
マイナンバーカード

交付率81.5％
申請率91.9％


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	これにより令和１０年度までに実施予定であった市役所の窓口におけるデジタル化を最大４年間前倒して令和６年度から実施
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18

